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№2 
2017 年 11 月 3 日発行 

発行所  那須シニアカレッジ 
広報委員会 

発行責任者     片上 清重 

９
月
29
日
（
金
）
那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
主
催
の
第
11
期

修
了
式
が
秋
晴
れ
の
も
と
、
那
須
町
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー

ル
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

式
典
は
、
午
後
１
時
よ
り
友
利
実
則
代
表
の
挨
拶
か
ら
始

ま
り
、
来
賓
の
平
久
井
好
一
那
須
町
教
育
委
員
会
教
育
長
か

ら
「
素
晴
ら
し
き
生
涯
学
習
」
と
の
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
講
座
の
講
師
よ
り
今
期
修
了
者
に
修
了
証
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。 

第
11
期
の
修
了
者
は
、
28
講
座
３
９
９
名
（
延
人
数
）
で
し

た
。
当
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
各
講
座
を
累
計
５
単
位
受
講
さ
れ

た
受
講
生
を
特
別
表
彰
を
し
て
い
ま
す
。
今
期
は
、
28
名
の

受
講
生
が
こ
れ
に
該
当
し
、
奨
励
賞
賞
状
と
受
講
生
仲
間
が

制
作
し
た
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。（
今
期
は
ＰＣ
講
座

が
担
当
） 

講
師
、
受
講
生
の
皆
さ
ん
は
既
に
周
知
の
こ
と
と
は
思
い

ま
す
が
、
12
期
よ
り
新
し
い
体
制
で
運
営
が
始
ま
り
ま
す
。

新
役
員
の
紹
介
と
新
代
表
の
林
茂
雄
氏
（
国
際
問
題
解
説
）

よ
り
就
任
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
開
校
以
来
11
年
間
、
ほ
ぼ
一
人

で
運
営
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
友
利
実
則
代
表
の
足
跡

に
対
し
講
師
、
受
講
生
共
々
感
謝
す
る
次
第
で
す
。 

さ
ら
に
、
今
期
で
退
任
さ
れ
る
荒
木
副
代
表
、
会
計
の
渡

辺
さ
ん
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

 

 

 

【第 11期】修了式＆文化祭 

修
了
式
閉
会
後
、
直
ち
に
文
化
祭
の
発
表
の
部
門
（
ス

テ
ー
ジ
発
表
）
に
移
行
し
ま
し
た
。
展
示
部
門
で
は
前
日

の
28
日
か
ら
飾
り
付
け
等
の
準
備
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。 

発
表
部
門
、
展
示
部
門
も
一
年
間
の
学
び
の
成
果
を
来

訪
者
、
他
の
講
座
受
講
者
の
皆
さ
ん
に
素
晴
ら
し
い
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。 

発
表
部
門
は
、
早
朝
よ
り
の
リ
ハ
ー
サ
ル
、
一
方
、
展

示
部
門
は
、
前
日
か
ら
飾
り
付
け
な
ど
の
準
備
に
追
わ
れ
、

大
変
忙
し
そ
う
で
し
た
。 

数
か
月
前
か
ら
の
企
画
・
立
案
、
そ
し
て
実
行
委
員
に

よ
る
準
備
打
合
せ
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
大
変
ご
苦
労
様
で

し
た
。
こ
れ
で
11
期
の
行
事
が
す
べ
て
終
了
、
新
生
第
12

期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 

(

編
集 

片
上) 

  

 

 

《文化祭に参加した講座》 
◆発表の部◆ 

太極拳・源氏物語・フラダンス・ヨーガ 
リコーダー・少林寺気功・ジャズ 

◆展示の部◆ 
パソコン・写真・木目込み人形・カメラ・ 
女性のためのカメラ・国際問題解説・卓球 

 
 

 

 

 

 

 

2017年(平成29年) 

11月3日（金） 

 

キク科の多年草。日本の
代表的な花の一つ。 

主に秋に咲き、花の色・
形などにより、非常に多く
の品種があり、大きさによ
り大菊・中菊・小菊と大別
される。 

古く中国から渡来した
とされ、江戸時代には改良
が進んだ。観賞用に広く栽
培され、食用にもなる。  

シニアカレッジ編集部

は、ニュースになりそうな

情報や写真、季節感のある

身近な話題などを広く求め

ています。ふるってお寄せ

ください。 

お寄せくださった情報

は、経験豊かな講師陣、受講

生、編集部が検討したうえ
で、カレッジ新聞に掲載い

たします。 

趣味の俳句、デジタルカ

メラでの写真、オリジナル

レシピ集など何でも構いま

せん。 

第 12期新規受講生 
「全体説明会」開催さる 

9月 9日（土）初めてカレッジの講座を受講を希望する方を

対象に、第 12期（2017年 10月～翌年 9月末）開講の全体説

明会が那須町文化センター内“研修室”にて開催されました。 

受講希望予定者 60 余名のうち 30 名超の方が出席し、友利

代表の説明を熱心に耳を傾けていました。 

説明した内容は、カレッジの沿革、目的、運営、学習内容、

その他多岐にわたり約一時間の説明を受けました。 

 

 

 

全体説明会の様子 
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太極拳講座 
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な
か
な
か
新
規
講
座
を
開
設
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
が
現
状
で
し
た
。
し
か
し
、
近
い
将
来
明

る
い
光
が
見
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
は
報
告
で

き
る
時
期
が
来
れ
ば
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 
 

開
校
以
来
、
会
場(

施
設)

の
使
用
料(

賃
料
）
は

無
料
で
し
た
が
、
平
成
28
年
４
月
よ
り
減
免
措

置
が
あ
る
も
の
の
、
年
間
数
十
万
円
の
支
出
が
発

生
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

事
務
局
の
や
り
繰
り
に
よ
り
、
受
講
生
さ
ん
の

追
加
負
担
を
強
い
る
こ
と
な
く
、
当
面
は
こ
れ
を

回
避
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
  

 

 

2006 年(平成 18 年)に開校した那須シニアカレッジは、年々受講生が下記

の通り増加しています。ここ近年は、新規の講座を開設していない、また那

須町人口の減少の影響にもかかわらず、右肩上がりに推移してきました。 

最近では町内住民だけでなく、近隣地域の受講生が増加している傾向もあ

ります。直接的な募集等の情報もない中で“口コミ”で増えています。講師、

スタッフの努力により当カレッジ講座のクオリティが高まっていることは言

うまでもありません。 

 

欲張りな思いですが、いつまでも増加の道を目指したいですね。 

 

 

 
学　期 10月～翌年9月受講者数（名）

第１期 2006年 157
第２期 2007年 165
第３期 2008年 264
第４期 2009年 276
第５期 2010年 334
第６期 2011年 335
第７期 2012年 337
第８期 2013年 389
第９期 2014年 418
第10期 2015年 428
第11期 2016年 445
第12期 2017年

受講者数の推移（延人数）

157 165

264 276

334 335 337

389
418 428 445
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文化センター真向かいにある“那須
町スポーツセンター”です。 
 
 

文化センターすぐ傍にある“ゆめプラザ”
です。補助的に予約しています。 
 

利
用
施
設
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
は
な

く
他
に
も
あ
り
ま
す
。
太
極
拳
、
ヨ
ー
ガ
、
少

林
寺
気
功
、
パ
ド
ル
体
操
、
健
康
体
操
、
卓
球

な
ど
体
育
会
系
が
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
利
用

し
ま
す
。 

ゆ
め
プ
ラ
ザ
は
、
先
約
で
予
約
が
取
れ
な
い

場
合
等
利
用
し
て
い
ま
す
。
高
原
公
民
館
、
那
須

中
央
中
学
校
、
旧
田
中
小
学
校
の
体
育
館
を
利

用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

最
近
こ
の
よ
う
な
施
設
を
利
用
す
る
予
約
を

取
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま

る
で
、
那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
が
部
屋
を
独
占

す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
現
象
と
な
っ
て
お
り
、 

 

 

 

那須町役場湯本支所“高原公民館” 
ジャズ講座で利用しています。 
厳寒期は、少し心配事もあります。 
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◆発行・お問合せ先◆ 

那須町大字寺子乙 1240番地 1 

（仮称）生涯学習の【那須シニアカレッジ】  

TEL 090-3098-3309（暫定 片上） 

FAX 

✉ 

URL http://www9.plala.or.jp/nasec/ 

 

 

 

 

 

 スタッフ紹介 

荒木副代表（左） 

事務局の渡辺さん（右）は 

会計を担当してくれています。 

“縁の下の力持ち”なのです。 

 

新規受講者全体説明会の受付で 

 

 

那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
で
は
今
後
、
定
期
的

に
新
聞
を
発
行
し
て
い
き
ま
す
。
広
報
担
当
者

と
し
ま
し
て
は
、
隔
月
一
回
程
度
を
維
持
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

少
人
数
の
既
存
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
は
情
報

収
集
、
編
集
等
の
業
務
が
う
ま
く
回
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
経
験
豊
か
な
受
講
生
さ
ん
の
中

か
ら
新
聞
編
集
委
員
を
募
集
し
た
い
と
思
い
、

皆
様
に
連
絡
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

雑
誌
等
の
編
集
に
興
味
の
あ
る
方
、
写
真
や

イ
ラ
ス
ト
等
に
興
味
の
あ
る
方
な
ど
積
極
的

な
応
募
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。
受
講
生
さ
ん

の
夢
と
か
、
疑
問
と
か
、
趣
味
と
か
、
ペ
ッ
ト

紹
介
と
か
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
取
り
上
げ
て

新
聞
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

編
集
委
員
お
仕
事
の
内
容 

誌
面
を
作
る
た
め
の
取
材
活
動
、
投
稿
さ
れ
た

文
書
の
校
正
等
の
連
絡
業
務
な
ど
の
お
仕
事

で
す
。 

 

同
時
に
事
務
局
の
補
助
ス
タ
ッ
フ
も
募
集

い
た
し
ま
す
。 

業
務
内
容
は
、
そ
の
時
々
で
変
わ
り
ま
す

が
、
概
ね
以
下
の
通
り
で
す
。 

※
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
情
報
の
デ
ー
タ
収
集

や
整
理
、
そ
れ
に
伴
う
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
入

力
、
会
員
管
理
、
簡
単
な
会
計
処
理
の
お
手
伝

い
な
ど
で
す
が
、
専
門
的
知
識
は
不
要
で
す
。

基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
、
メ
ー
ル
が
で
き

る
方
で
し
た
ら
大
歓
迎
で
す
。（
で
き
な
く
て

も
大
丈
夫
！
） 

イ
ベ
ン
ト
（
修
了
式
、
文
化
祭
等
）
な
ど
の
事

務
局
外
で
の
お
手
伝
い
も
歓
迎
で
す
。 

 

新
聞

編
集
委
員
及
び 

事
務
局
員
募
集 

【Ｗｏｒｄ】図形の描画でお絵描きをしてみました。講座で
も課題として実施することがあります。 PC 講座（片上） 

天
冴
え
る  

念
仏
の
声 

厳
か
に  

義
経
主
従 

結
界
に
入
る 

笛
太
鼓  

三
味
に
鐘
打
ち 

獅
子
が
舞
う 

百
八
十
年 

伝
承
の
芸 

 山
の
里 

鎮
守
を
祀
り 

  
 

氏
子
ら
の  

杉
の
木
立
に 

響
く
笛
の
音 

時庭の獅子舞 

半俵の念仏 

一つ樅の獅子舞 

 


